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「
鷹
爪
花
」
は
青
く
花
咲
く

― 
佐
藤
春
夫
の
台
湾
滞
在
に
関
す
る
新
事
実 

―

河　

野　

龍　

也

あ
う
そ
う
く
わ　

Artabotrys odoratissim
us R. Br.　

木
蘭
科

庭
園
ニ
栽
培
セ
ラ
ル
ヽ
蔓
性
常
緑
灌
木
ニ
シ
テ
多
ク
棚
造
ト
シ

テ
育
成
セ
ラ
ル
、
葉
ハ
互
生
楕
円
形
ニ
シ
テ
全
縁
、
花
ハ
淡
緑

色
ヲ
呈
シ
香
気
ア
リ
、
果
実
ハ
内
質
ニ
シ
テ
稍
々
球
形
、
成
熟

ス
レ
バ
淡
緑
色
ヲ
呈
ス
。【
方
言
及
漢
名
、外
国
名
】鷹
爪
花（
漢
）

イ
ラ
ン
イ
ラ
ン
テ
イ
ナ
（
比
、
西1

）

含ハ
ム
シ
ヤ
ウ笑
、
夜ヤ
ア
ハ
プ合
、
鷹イ
エ
ン
ジ
ヤ
ウ爪
共
に
其
花
香
気
高
し
、
之
れ
亦
婦
人
花
簪

に
用
ふ2一　

南
部
生
活
の
謎

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
七
月
六
日
に
台
湾
に
到
着
し
た
佐
藤
春

夫
は
、
同
月
下
旬
、
約
二
週
間
対
岸
の
福
建
地
方
に
渡
っ
た
ほ
か
は
、

九
月
中
旬
ま
で
、
ほ
ぼ
二
か
月
を
打タ

カ
オ狗

の
友
人
・
東ひ
が
し

熈き

市い
ち

の
家
で

過
ご
し
、
周
辺
の
都
市
を
見
学
し
て
い
る
。
一
〇
月
一
五
日
ま
で
の

滞
在
期
間
の
う
ち
、
約
三
分
の
二
を
南
部
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る

が
、
そ
こ
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
行
動
に
つ
い
て
は
、
実
は
よ
く
分
か

ら
な
い
部
分
が
多
い
。

九
月
一
六
日
に
打
狗
を
出
発
し
、
一
〇
月
一
日
に
台
北
に
到
着
す

る
縦
断
旅
行
の
体
験
は
、「
旅
び
と
」（『
新
潮
』
一
九
二
四
・
六
）「
霧

社
」（『
改
造
』
一
九
二
五
・
三
）「
殖
民
地
の
旅
」（『
中
央
公
論
』

一
九
三
二
・
九
～
一
〇
）
の
諸
作
品
に
克
明
な
記
述
が
あ
る
。
そ
の

一
方
、
南
部
を
舞
台
と
す
る
作
品
に
も
、「
女
誡
扇
綺
譚
」（『
女
性
』

一
九
二
五
・
五
）
と
「
鷹
爪
花
」（『
中
央
公
論
』
一
九
二
三
・
八
）
と

が
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
は
小
説
と
し
て
の
完
成
度
が
高
く
、
台
南



― 67 ―

で
の
見
聞
は
巧
み
に
虚
構
へ
と
溶
か
し
込
ま
れ
て
い
る
。
後
者
は
打

狗
東
方
の
都
市
・
鳳
山
を
訪
ね
た
日
の
記
憶
を
描
い
て
い
る
が
、
ご

く
短
い
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
Ｈ
（
東
）
の
家
で
の
生
活

に
触
れ
た
「
か
の
一
夏
の
記
」（『
霧
社
』
一
九
三
六
・
七
、
昭
森
社
）

や
、
東
歯
科
の
技
工
助
手
で
あ
っ
た
鄭
（
享
綬
）
の
思
い
出
を
語
る

「
羇
旅
つ
れ
づ
れ
草
」（『
世
界
の
旅
・
日
本
の
旅
』
一
九
五
九
・

一
〇
）
も
あ
る
が
、
生
活
の
断
片
を
わ
ず
か
に
窺
う
に
足
る
程
度
で

あ
る
。
春
夫
の
台
湾
滞
在
に
は
、
文
字
に
さ
れ
な
か
っ
た
空
白
部
分

が
意
外
に
も
大
き
い
。

春
夫
の
滞
在
か
ら
約
二
〇
年
後
、
あ
る
青
年
教
師
が
そ
れ
を
熱
心

に
埋
め
よ
う
と
試
み
た
。
台
南
第
二
高
等
女
学
校
に
在
職
中
の
新に

い

垣が
き

宏
一
で
あ
る
。
彼
は
ま
ず
、「
女
誡
扇
綺
譚
」
の
漢
詩
人
「
世
外
民
」

が
〈
台
南
か
ら
汽
車
で
一
時
間
行
程
の
亀
山
の
麓
の
豪
家
の
出
で
あ

つ
た
〉
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
に
着
目
す
る
。
そ
の
記
述
が
「
か
の

一
夏
の
記
」
に
あ
る
〈
旧
城
の
陳
な
ど
は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
ゐ
る
〉

と
共
通
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
旧
城
は
高
雄
（
旧
打
狗
）
か
ら
汽

車
で
一
駅
、
亀
山
の
麓
に
広
が
る
町
で
、
高
雄
生
ま
れ
の
新
垣
に
は

馴
染
み
が
深
い
。
ま
た
、「
鷹
爪
花
」
に
登
場
す
る
〈
陳
〉
と
い
う

名
の
〈
小
柄
な
き
や
し
や
な
美
男
子
〉
も
、
こ
の
〈
旧
城
の
陳
〉
と

同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。

新
垣
が
最
初
に
訪
ね
た
の
は
高こ

う

野の

福
次
と
い
う
歯
科
医
で
あ
る
。

高
野
は
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
を
出
た
東
熈
市
の
後
輩
で
、
東
の

も
と
で
働
い
た
あ
と
医
院
を
引
き
継
ぎ
、
の
ち
に
移
転
し
た
が3

、
高

雄
で
は
古
参
の
歯
科
医
と
し
て
市
内
で
診
療
を
続
け
て
い
た
。

高
野
歯
科
医
師
の
談
を
聞
く
と
、
陳
と
い
ふ
旧
城
の
金
持
が
東

氏
の
家
へ
よ
く
遊
び
に
来
た
こ
と
は
た
し
か
で
、
何
で
も
東
氏

は
こ
の
陳
か
ら
金
を
借
て
家
の
設
備
を
し
た
や
う
だ
と
言
は
れ

た
。
と
に
か
く
こ
の
陳
は
東
氏
、春
夫
等
と
同
じ
位
の
年
輩
で
、

性
質
も
面
白
か
つ
た
と
い
は
れ
る
。
よ
く
三
人
で
飲
み
廻
つ
た

り
す
る
く
ら
ゐ
気
が
あ
つ
た
ら
し
い4

。

高
野
か
ら
教
え
ら
れ
た
名
前
は
不
正
確
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
詳
細

が
分
か
り
、
新
垣
は
一
九
四
〇
年
の
初
め
頃
、
そ
の
人
物
に
高
雄
市

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
山
水
亭
で
会
っ
て
い
る
。
元
岡
山
郡
左
営
庄
長
、

今
は
高
雄
市
塩
埕
町
で
薬
種
業
を
営
む
陳
聰
楷
で
あ
る
。
陳
は
確
か

に
東
熈
市
と
交
友
が
あ
っ
た
と
語
り
、
東
の
家
に
滞
在
中
の
佐
藤
春

夫
を
、
台
南
、
鳳
山
、
旧
城
な
ど
へ
伴
っ
た
と
い
う
。
台
南
見
物
は

最
初
、
台
南
庁
職
員
が
案
内
し
、
後
に
陳
が
別
の
友
人
と
一
緒
に
安

平
（
赤
嵌
城
址
）
や
赤
嵌
楼
（
上
記
と
別
に
市
内
に
あ
る
遺
構
）
へ

と
案
内
し
た
。
そ
の
折
は
、
禿
頭
港
（
仏
頭
港
）
や
台
南
米
街
（
現

在
の
新
美
街
の
一
部
）
と
い
っ
た
「
女
誡
扇
綺
譚
」
の
舞
台
を
散
策

し
、
春
夫
は
旅
館
四
春
園
に
泊
ま
っ
た
と
い
う
。
散
策
中
に
見
つ
け

た
廃
屋
に
惹
か
れ
て
、
春
夫
が
帰
宿
後
一
人
で
写
生
に
で
か
け
た
こ
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と
や
、
本
島
人
（
当
時
台
湾
漢
族
を
指
し
た
）
の
青
楼
（
遊
廓
）
を

見
に
行
っ
た
と
き
、
暑
さ
に
閉
口
し
て
電
扇
（
扇
風
機
）
を
探
し
た

こ
と
な
ど
、
同
行
者
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
様
々
な
細
部
を
陳
は

記
憶
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
春
夫
は
夜
の
台
南
を
、
厦
門
で
買
っ
て

き
た
白
い
中
国
服
で
歩
い
た
と
い
う5

。
こ
れ
ら
は
台
湾
滞
在
中
の
春

夫
に
関
す
る
数
少
な
い
証
言
の
中
で
も
、
最
も
豊
富
な
内
容
を
後
世

に
伝
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

高
雄
に
お
け
る
春
夫
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
知
ろ
う
と
し
て
始
ま
っ
た

新
垣
の
調
査
は
、
高
雄
生
ま
れ
な
ら
で
は
の
土
地
勘
や
人
脈
に
助
け

ら
れ
て
確
実
な
成
果
を
あ
げ
た
。
一
緒
に
安
平
を
見
に
行
っ
た
陳
聰

楷
か
ら
「
世
外
民
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
作
ら
れ
た
こ
と
は
、
新
垣
の
調

査
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
公

学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
精
米
関
係
の
実
業
に
就
い
た
陳
に
は
、
漢

詩
人
と
し
て
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
求
め
に
く
い
。
こ
の
点
に
関
し
て

は
、「
殖
民
地
の
旅
」
に
出
て
く
る
鹿
港
の
許
媽
癸
が
「
も
う
一
人

の
世
外
民
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

新
垣
の
調
査
は
「
女
誡
扇
綺
譚
」
の
舞
台
裏
を
解
明
す
る
こ
と
に

主
眼
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
陳
聰
楷
自
身
が
登
場

す
る
「
鷹
爪
花
」
に
つ
い
て
の
情
報
は
少
な
く
、作
中
の
尼
寺
が
〈
鳳

山
竹
仔
脚
の
明
禪マ

マ

堂
の
こ
と
で
あ
ら
う
〉
と
明
か
さ
れ
て
い
る
の
み

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
極
め
て
簡
略
な
言
及
を
振
り
出
し
に
し

て
、「
鷹
爪
花
」
成
立
の
背
景
を
紐
解
い
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

二　
「
鷹
爪
花
」
の
構
成

「
鷹
爪
花
」
は
、
台
湾
南
部
の
古
い
都
市
、
鳳
山
を
訪
ね
た
あ
る

日
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
季
節
は
八
月
の
末
。〈
二
十
六
七
の
青
年
〉

と
い
う
陳
の
案
内
だ
っ
た
。鳳
山
で
同
姓
の
陳
が
営
む
米
屋
を
訪
ね
、

暑
苦
し
い
二
階
で
ビ
ー
ル
を
三
杯
飲
ま
さ
れ
る
。
そ
こ
へ
現
れ
た
の

は
一
人
の
憲
兵
で
あ
っ
た
。同
行
の
陳
に
促
さ
れ
て
米
屋
を
出
る
と
、

二
人
は
人
力
車
を
連
ね
て
橋
を
渡
り
、
竹
林
の
な
か
に
あ
る
尼
寺
に

入
っ
た
。
婆
さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
た
熱
い
茶
を
飲
ん
で
い
る
と
き
、

陳
に
注
意
さ
れ
て
見
る
と
、
扉
の
蔭
か
ら
様
子
を
窺
っ
て
い
た
女
が

水
色
の
裳
を
翻
し
て
立
ち
去
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
鳳
山
の
陳
兄
弟
の

妹
だ
と
い
う
。
商
売
の
や
り
方
に
問
題
の
あ
る
二
人
の
兄
弟
と
は
対

照
的
に
、
妹
は
お
と
な
し
く
、
男
が
嫌
い
で
こ
こ
へ
来
て
、
尼
の
見

習
い
を
始
め
た
と
い
う
。
小
柄
な
き
ゃ
し
ゃ
な
美
青
年
の
陳
が
そ
う

語
る
の
を
聞
い
て
、「
僕
」
は
彼
が
そ
の
妹
を
好
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
空
想
し
た
。
急
な
雷
雨
が
た
ち
ま
ち
晴
れ
、
庭
に
出
る
と

鮮
や
か
な
紅
い
花
と
露
に
濡
れ
た
竹
の
葉
が
美
し
い
。
陳
が
摘
ん
で

く
れ
た
小
さ
な
青
い
鷹
爪
花
の
香
を
嗅
い
で
い
る
と
、
真
蒼
な
空
一

杯
に
虹
が
浮
か
ん
で
い
た
。

内
容
と
し
て
は
こ
れ
だ
け
の
小
品
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
短
い
な

が
ら
に
し
っ
か
り
し
た
構
成
を
持
つ
作
品
で
あ
る
。
前
半
は
米
屋
の

二
階
で
汗
を
か
き
な
が
ら
ビ
ー
ル
を
の
む
暑
苦
し
い
場
面
。
後
半
は



― 69 ―

一
転
し
て
、
別
世
界
の
よ
う
に
涼
し
い
尼
寺
の
場
面
へ
と
転
換
す
る

明
快
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
あ
る
。
ま
た
、〈
風
は
死
ん
で
ゐ
た
〉
と

い
う
米
屋
の
二
階
か
ら
お
り
て
俥
を
走
ら
せ
る
と
、〈
遠
雷
が
し
て

来
て
、
今
ま
で
死
ん
で
ゐ
た
風
が
ど
う
や
ら
少
し
動
き
出
し
た
ら
し

い
〉。
や
が
て
〈
竹
の
葉
を
動
し
て
風
が
来
る
〉
な
か
を
尼
寺
に
着

い
て
休
む
頃
に
は
、〈
暑
い
の
を
ち
よ
つ
と
忘
れ
て
ゐ
た
〉。
そ
こ
へ

怖
ろ
し
い
よ
う
な
雷
雨
が
来
た
あ
と
に
美
し
い
虹
が
か
か
る
と
い
う

一
連
の
展
開
は
、
風
と
雷
で
緊
密
な
伏
線
を
仕
組
み
、
そ
れ
に
よ
っ

て
時
間
の
経
過
や
空
間
の
広
が
り
を
巧
み
に
演
出
し
て
い
る
。
移
ろ

い
や
す
い
南
部
台
湾
の
気
候
の
特
徴
が
よ
く
活
写
さ
れ
、
一
読
す
る

だ
け
で
熱
帯
の
雨
上
が
り
の
涼
感
を
堪
能
で
き
る
。

前
後
半
を
ま
た
ぐ
展
開
上
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
さ
り
げ
な
く
橋

を
渡
る
場
面
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
川
を
渡
っ
た
先
に

あ
る
尼
寺
は
、
ち
ょ
う
ど
夢
幻
の
中
の
よ
う
な
別
天
地
の
印
象
に
包

ま
れ
る
。
陳
聰
楷
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
尼
寺
は
竹
仔
脚
の
明
善

堂
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
市
街
か
ら
東
部
郊
外
の
竹
仔
脚
に
向
か
う

に
は
、
鳳
山
龍
山
寺
と
い
う
古
刹
の
門
前
を
通
り
抜
け
て
鳳
山
橋
を

渡
る
の
が
当
時
の
ル
ー
ト
だ
っ
た
。〈
尼
寺
へ
の
道
に
は
川
が
あ
つ

て
橋
が
あ
つ
た
。我
々
の
俥
の
渡
つ
た
の
は
新
ら
し
い
橋
だ
つ
た
が
、

そ
の
少
し
遠
く
に
旧
い
橋
が
あ
る
。
何
で
も
古
く
か
ら
あ
る
有
名
な

も
の
だ
さ
う
だ
〉。
そ
の
旧
い
橋
と
は
、
鳳
山
県
城
東
便
門
の
外
に

あ
り
、
阿
緱
（
屏
東
）
に
向
か
う
要
路
に
あ
た
っ
て
い
た
東
福
橋

（
一
八
四
一
年
築
）
で
あ
る
。
二
つ
の
橋
か
ら
ほ
ど
近
い
明
善
堂
は
、

今
は
尼
寺
で
は
な
く
、
名
前
も
明
善
寺
に
改
め
た
。
閑
寂
な
周
囲
の

鳳山明善寺（旧明善堂）2012.8.29
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竹
林
は
切
り
拓
か
れ
、
寺
の
建
物
も
近
代
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、

東
門
渓
（
現
鳳
山
渓
）
に
の
ぞ
む
明
る
く
涼
し
げ
な
立
地
は
往
時
の

ま
ま
変
わ
ら
な
い
。

「
鷹
爪
花
」
に
描
か
れ
た
尼
寺
は
、
陳
聰
楷
の
証
言
と
地
理
的
に

符
合
し
、
鳳
山
訪
問
の
実
体
験
の
片
鱗
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
作
品
化
に
お
い
て
は
文
学
的
効
果
が
重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、

現
存
す
る
モ
デ
ル
へ
の
配
慮
か
ら
、
事
実
を
し
ば
し
ば
虚
構
化
す
る

の
が
作
家
の
常
で
あ
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
小
説
を
事
実
の
反
映
と

し
て
解
釈
す
る
「
私
小
説
」
的
な
読
書
習
慣
が
大
正
期
に
一
般
化
し

た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。「
鷹
爪
花
」
の
設
定
に
も
、
調
べ
て
み

る
と
事
実
が
大
き
く
改
変
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。

も
と
よ
り
モ
デ
ル
を
顧
慮
し
て
の
改
変
で
は
あ
る
。
が
、
目
的
は

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
設
定
を
現
実
と
変
え
る
こ
と
は
、
虚
構
と
し

て
の
自
由
度
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。「
鷹

爪
花
」
の
虚
実
を
探
る
こ
と
は
、
単
に
モ
デ
ル
探
し
と
い
う
意
味
で

の
現
実
指
向
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
文
学
と
は
ど
の
よ
う
な
形
式
で
現

実
か
ら
離
脱
す
る
の
か
が
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

三　

陳
聰
楷
と
鳳
山

そ
も
そ
も
鳳
山
に
陳
と
い
う
〈
米
屋
〉
は
実
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

実
在
し
た
の
な
ら
商
工
組
合
に
加
入
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の

町
に
は
、
一
九
一
八
年
一
月
に
認
可
さ
れ
た
鳳
山
共
進
信
用
組
合
が

あ
り
、
前
年
一
一
月
に
提
出
さ
れ
た
設
立
申
請
書
に
は
、
当
時
鳳
山 2001 年の台風で流失した東福橋の橋脚　2017.1.31
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で
営
業
し
て
い
た
事
業
者
の
名
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
登
録
事
業
者

（
出
資
者
）
は
二
八
九
名
。
こ
の
う
ち
〈
米
屋
〉
の
該
当
者
は
、
精

米
業
者
が
一
二
名
（
王
・
劉
・
林
・
邱
・
孫
・
陳
・
蔡
各
姓
）、
米

穀
業
者
が
六
名
（
朱
・
蔡
・
林
・
張
各
姓
）、
米
粉
業
者
が
二
名
（
蕭
・

鄭
各
姓
）
の
計
二
〇
名
で
あ
る
。
陳
姓
の
精
米
業
者
が
一
名
だ
け
存

在
す
る
。
そ
れ
が
春
夫
の
案
内
人
の
陳
聰
楷
本
人
な
の
で
あ
る6

。

陳
聰
楷
は
左
営
の
地
主
・
陳
乃
獲
の
長
男
。
一
八
九
二
年
九
月
九

日
生
ま
れ
で
春
夫
と
は
同
年
で
あ
る
。
略
歴
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
七

年
旧
城
公
学
校
を
卒
業
後
、
打
狗
新
浜
町
の
瑞
和
商
行
（
米
糖
商
・

支
配
人
周
鏡
輝
）会
計
員
に
就
職
。
ま
た
王
兆
麒
と
鳳
山
で
製
米（
精

米
）、
製
飴
、
材
木
業
の
店
を
共
同
経
営
す
る
が
、
第
一
次
世
界
大

戦
後
の
不
況
で
左
営
庄
（
旧
城
）
に
帰
郷
。
そ
の
後
、
一
九
二
〇
年

一
〇
月
の
地
方
自
治
制
度
導
入
時
に
左
営
庄
協
議
会
員（
満
二
八
歳
）

と
な
り
、
一
九
二
二
年
四
月
に
は
庄
助
役
。
さ
ら
に
同
六
月
に
は
庄

長
に
昇
任
。
一
九
三
七
年
一
一
月
ま
で
在
任
期
間
は
一
五
年
の
長
き

に
及
ん
だ
。
年
少
の
庄
長
を
見
て
最
初
庄
民
は
案
じ
た
が
、
穏
や
か

な
人
柄
と
時
世
へ
の
機
敏
さ
、
ま
た
公
益
事
業
へ
の
熱
意
に
よ
り
逸

材
と
認
め
ら
れ
た
。
公
職
引
退
後
は
高
雄
市
内
で
薬
種
業
に
従
事
。

一
九
四
九
年
五
月
二
〇
日
に
歿
し
て
い
る7

。

一
九
二
〇
年
八
月
下
旬
頃
は
、
経
歴
上
か
ら
見
る
と
陳
が
地
元
の

左
営
に
い
た
時
期
に
あ
た
り
、
春
夫
が
彼
を
〈
旧
城
の
陳
〉
と
呼
ん

で
い
る
の
に
符
合
す
る
。
だ
が
、
そ
の
少
し
前
ま
で
は
彼
自
身
が
鳳

山
に
い
た
。
一
九
一
八
年
一
〇
月
に
発
行
さ
れ
た『
台
湾
商
工
便
覧
』

第
一
版
に
は
、こ
れ
に
関
連
す
る
広
告
が
出
て
い
る
。〈
米
穀
精
米
業
・

水
飴
製
造
販
売
・
材
木
販
売　

東
洋
生
命
保
険
会
社
代
理
店　

振
兆

豊
商
店　

王
兆
麒
・
陳
聰
楷　

鳳
山
街
土
名
県
口
三
二
九　

電
話

四
二
番8

〉。
こ
の
「
振
兆
豊
商
店
」
の
住
所
は
、
信
用
組
合
の
設
立

申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
陳
聰
楷
の
住
所
と
、
組
合
筆
頭
常
務
の
精
米

業
者
・
王
兆
麒
の
住
所
と
に
一
致
し
て
い
る
。
陳
聰
楷
に
と
っ
て
、

鳳
山
に
気
の
置
け
な
い
〈
米
屋
〉
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
自

身
の
古
巣
で
あ
っ
た
王
兆
麒
の
精
米
工
場
を
第
一
と
考
え
る
べ
き
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
、「
鷹
爪
花
」
に
登
場
す
る
〈
鳳
山
の
陳
〉
は
、
王

兆
麒
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
想
定
は
別
の
角
度
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。王
兆
麒
の
妹
は
、

名
を
王
氏
嫌
、
淑
寛
と
号
し
、
明
善
堂
の
尼
僧
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
一
八
九
八
年
二
月
一
九
日
に
生
ま
れ
た
彼
女
は
、
一
九
二
五

年
七
月
、
前
堂
主
・
洪
三
娘
が
逝
去
し
た
後
を
う
け
て
堂
主
を
継
承

し
、
一
九
六
三
年
に
歿
す
る
ま
で
こ
こ
に
持
斎
の
生
活
を
続
け
た
。

漢
学
に
秀
で
た
聡
明
な
女
性
で
、
高
雄
州
の
三
才
女
と
謳
わ
れ
た
こ

と
も
あ
る9

。
現
在
の
明
善
寺
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
鳳
山　

明
善
堂

沿
革
」
に
よ
れ
ば
、
淑
寛
の
堂
主
就
任
は
一
九
一
三
年
と
あ
る
が
、

当
人
は
よ
う
や
く
一
五
歳
（
満
年
齢
）
を
迎
え
る
年
だ
か
ら
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
補
佐
的
な
役
割
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
春
夫
た
ち
が
訪

ね
た
一
九
二
〇
年
当
時
、彼
女
は
す
で
に
二
二
歳
に
な
っ
て
い
た
が
、
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前
堂
主
も
健
在
だ
っ
た
。〈
ま
だ
本
当
の
尼
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〉

と
い
う
作
中
の
陳
の
言
葉
は
、
こ
れ
を
指
す
も
の
と
見
て
よ
い
か
も

知
れ
な
い10

。

「
沿
革
」
に
よ
れ
ば
、明
善
堂
で
は
ち
ょ
う
ど
一
九
二
〇
年
に
、「
前

殿
」
と
「
後
進
」（
仏
堂
と
生
活
空
間
）
を
増
築
し
て
規
模
を
拡
張

し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る11

。
陳
が
〈
こ
の
尼
寺
へ
喜
捨
し
た
り
し
た

事
が
あ
る
〉
と
い
う
「
鷹
爪
花
」
の
記
述
は
、
こ
の
普
請
の
際
の
も

の
だ
ろ
う
。
王
兆
麒
の
家
と
深
い
ゆ
か
り
が
あ
る
明
善
堂
に
、
共
同

事
業
者
の
陳
聰
楷
が
喜
捨
す
る
の
は
ご
く
自
然
で
あ
る
。〈
男
は
入

れ
な
い
〉と
い
う
尼
寺
を
訪
ね
、〈
自
分
の
う
ち
の
や
う
に
気
安
げ
に
〉

く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
彼
自
身
が
鳳
山
に
住
み
、
王
家
と

密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
る12

。

四　

王
氏
の
精
米
業

「
鳳
山
の
陳
さ
ん
」
を
「
王
さ
ん
」
に
読
み
か
え
、「
鷹
爪
花
」
前

半
の
米
屋
を
「
振
兆
豊
」
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
舞
台
は
当
時
の
台

南
庁
鳳
山
街
土
名
県
口
三
二
九
の
王
兆
麒
方
、
す
な
わ
ち
現
在
の
高

雄
市
鳳
山
區
三
民
路
二
九
五
巷
一
號
・
三
號
お
よ
び
二
八
七
巷
二
號

之
一
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
県
口
の
地
名
の
由
来
は
清
代
の
県

署
の
前
と
い
う
意
味
で
、
文
字
通
り
こ
の
附
近
は
鳳
山
の
中
心
街

だ
っ
た
。
大
通
り（
光
遠
路
）の
影
に
隠
れ
た
カ
ー
ブ
し
た
路
地（
三

民
路
二
九
五
巷
）
が
か
つ
て
の
水
路
（
玉
帯
溝
）
で
、「
振
兆
豊
」

は
こ
れ
に
面
し
て
店
を
構
え
て
い
た
。
今
は
も
う
当
時
の
建
物
は
見

ら
れ
な
い
。

王
家
が
精
米
業
を
始
め
た
の
は
、
製
糖
業
と
関
係
が
深
い
。
王
兆

麒
の
父
・
王
希
璧
（
一
八
六
六
～
一
九
〇
九
）
は
、
最
初
官
庁
の
建

築
請
負
業
に
携
わ
り
、
後
に
度
量
衡
販
売
、
製
糖
業
へ
と
転
じ
て
い

る
。
総
督
府
の
製
糖
奨
励
策
に
よ
っ
て
無
償
貸
与
さ
れ
た
サ
ト
ウ
キ

ビ
畑
で
原
料
を
調
達
し
、
石
油
発
動
機
を
使
っ
た
新
式
製
糖
で
成
功

し
た
の
が
父
で
あ
っ
た13

。
次
男
の
王
兆
麒
（
一
八
八
九
年
一
二
月

二
九
日
生
）
は
、漢
学
私
塾
に
学
ん
だ
あ
と
、一
九
〇
三
年
二
月
（
満

一
三
歳
）
か
ら
父
の
度
量
衡
販
売
を
手
伝
っ
て
い
る
が
、
翌
年
五
月

王兆麒
『人文薈萃』1921.7 遠藤写真館
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に
は
牛
寮
庄
に
あ
っ
た
父
の
経
営
す
る
璧
記
製
糖
工
場
に
入
り
、
六

月
に
台
湾
糖
務
局
で
機
関
学
を
修
得
し
て
い
る
。
こ
れ
は
新
式
製
糖

工
場
の
発
動
機
操
作
を
担
う
た
め
に
必
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

璧
記
で
は
砂
糖
生
産
に
使
う
発
動
機
を
、
副
業
と
し
て
精
米
に
も

応
用
し
て
い
た
。
こ
れ
を
兆
麟（
一
八
八
七
年
生
）・
兆
麒（
一
八
八
九

年
生
）・
兆
燕
（
一
八
九
一
年
生
）
の
三
人
の
息
子
が
継
承
し
、

一
九
〇
九
年
四
月
、
阿
緱
（
現
屏
東
）
の
帰
来
庄
に
兄
弟
商
会
精
米

所
を
開
設
し
て
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る14

。

こ
の
間
、
早
世
し
た
三
兄
弟
の
母
李
氏
の
後
に
、
一
九
〇
六
年
、

希
璧
は
徐
氏
を
後
妻
と
し
て
迎
え
て
い
る
。徐
氏
と
の
間
に
は
嫌（
淑

寛
・
一
八
九
八
年
生
）
と
兆
熊
（
一
八
九
九
年
生
）
が
生
ま
れ
て
い

た
た
め
、
淑
寛
は
王
兆
麒
に
と
っ
て
腹
違
い
の
妹
と
い
う
こ
と
に
な

る15

。
王
猛
氏
（
兆
麒
孫
）
に
よ
れ
ば
、
以
前
、
こ
の
地
方
で
は
家
に

凶
事
が
あ
る
時
は
子
を
仏
に
預
け
る
と
い
う
習
慣
が
あ
り
、
あ
る
僧

侶
の
算
命
（
占
い
）
に
従
っ
て
、
淑
寛
は
九
歳
で
明
善
堂
に
託
さ
れ

た
の
だ
と
い
う16

。
淑
寛
の
生
年
か
ら
見
る
と
、
数
え
年
九
歳
の
時
期

は
ち
ょ
う
ど
母
が
王
家
に
入
戸
し
た
年
に
当
た
る
。
彼
女
の
出
家
は

家
族
関
係
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
の
推
測
も
成
り
立
つ
。

父
亡
き
あ
と
、
王
家
は
製
糖
業
か
ら
撤
退
し
、
精
米
業
を
中
心
に

生
計
を
立
て
て
い
っ
た
。
王
兆
麒
は
ほ
か
に
も
阿
片
膏
薬
請
負
販
売

（
一
九
一
二
年
九
月
。
当
時
は
総
督
府
の
鑑
札
制
度
の
下
で
販
売
・

使
用
が
公
認
さ
れ
て
い
た
）、
水
飴
製
造
（
同
一
二
月
）、
材
木
販
売

（
一
九
一
六
年
二
月
）
な
ど
様
々
な
業
種
へ
と
経
営
を
展
開
さ
せ
る

一
方
、
鳳
山
支
庁
第
一
保
保
正
（
一
九
一
一
年
）、
同
第
十
五
保
保

正
（
一
九
一
四
年
）
な
ど
の
公
職
に
も
就
い
て
地
方
公
益
を
図
り
、

鳳
山
を
代
表
す
る
実
業
家
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る17

。

王
兆
麒
の
以
上
の
経
歴
は
、
や
は
り
多
く
の
点
で
「
鷹
爪
花
」
に

符
合
す
る
。
例
え
ば
〈
米
屋
の
二
階
の
夏
と
言
へ
ば
、
そ
れ
だ
け
で

も
、
も
う
暑
さ
は
た
つ
ぷ
り
の
気
が
す
る
だ
ら
う
〉
と
い
う
一
節
。

米
屋
と
言
っ
て
も
米
穀
販
売
で
は
な
く
、
石
油
発
動
機
を
使
っ
た
機

械
精
米
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
実
に
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
し
工
場
が
稼
働
中
だ
っ
た
な
ら
ば
、
建
物
の
二
階
は
熱
気
と
排
気

に
加
え
、
騒
音
と
振
動
で
よ
ほ
ど
暑
苦
し
い
状
態
だ
っ
た
ろ
う
と
想

像
が
つ
く
。

も
う
一
点
は
、
店
に
憲
兵
が
訪
ね
て
き
て
、
陳
と
「
僕
」
が
中
座

す
る
よ
う
に
店
を
出
る
場
面
で
あ
る
。〈
鳳
山
の
陳
さ
ん
兄
弟
、
男

二
人
あ
り
ま
す
。兄
さ
ん
阿
片
密
輸
入
し
て
今
調
べ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。

弟
の
陳
さ
ん
、
米
の
こ
と
で
詐
欺
に
な
る
。
そ
れ
で
憲
兵
さ
ん
、
そ

の
こ
と
で
来
た
の
で
せ
う
〉。尼
寺
に
着
い
た
あ
と
で
陳
は
そ
う「
僕
」

に
教
え
て
い
る
。
実
際
、
阿
片
膏
薬
請
負
販
売
の
公
認
業
者
で
あ
っ

た
王
兆
麒
の
店
で
も
、
類
似
す
る
出
来
事
が
過
去
に
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
細
か
い
部
分
に
な
る
と
事
実
は
作
品
と
異

な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
密
輸
入
を
企
て
た
の
は
使
用
人
で
あ
り
、
店

主
は
そ
の
不
始
末
を
問
わ
れ
た
形
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
事
件
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は
二
年
以
上
前
に
解
決
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
こ
と
で
憲
兵
が
来
た

と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る18

。
む
ろ
ん
米
の
詐
欺
が
あ
っ
た
と
い
う

事
実
も
伝
わ
っ
て
は
い
な
い
。
春
夫
の
訪
問
中
に
本
当
に
憲
兵
が

や
っ
て
来
な
か
っ
た
と
断
言
す
る
材
料
は
な
い
が
、
多
分
に
演
出
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。「
鷹
爪
花
」
は
事
実
の
概
略

を
借
り
な
が
ら
、
春
夫
が
意
図
し
て
こ
し
ら
え
た
虚
構
も
少
な
か
ら

ず
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
の
だ
。

五　

作
ら
れ
た
「
事
件
」

端
的
に
言
え
ば
、
作
品
は
書
か
れ
る
べ
き
「
事
件
」
を
必
要
と
す

る
。
実
際
、
憲
兵
の
訪
問
と
い
う
「
事
件
」
が
あ
る
こ
と
で
、
こ
の

作
品
は
俄
然
、
活
き
活
き
と
動
き
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、

米
屋
を
中
座
し
て
次
の
行
動
に
移
る
理
由
づ
け
に
な
る
。
そ
し
て
ま

た
、
な
ぜ
憲
兵
が
来
た
の
か
と
い
う
サ
ス
ペ
ン
ス
が
、
読
者
の
関
心

を
作
品
に
吸
引
す
る
。
前
半
に
置
か
れ
た
不
吉
な
緊
張
感
が
、
後
半

に
緩
解
さ
れ
て
い
く
と
い
う
流
れ
が
生
ま
れ
、
場
面
転
換
は
よ
り
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
に
な
る
。

「
事
件
」
が
あ
る
こ
と
の
利
点
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は

尼
寺
に
着
い
て
か
ら
陳
が
、〈
兄
さ
ん
た
ち
よ
く
な
い
人
で
も
、
妹

さ
ん
、
お
と
な
し
い
〉
と
述
べ
る
部
分
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。〈
男

を
嫌
ひ
〉
で
顔
さ
え
見
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
「
妹
」。〈
白
い
顔
は
印

象
を
と
ら
へ
る
ひ
ま
も
な
く
、
た
だ
水
色
の
裳
だ
け
が
眼
底
に
揺
れ

て
残
つ
た
〉
と
あ
る
一
場
の
夢
の
よ
う
な
彼
女
は
、〈
兄
さ
ん
た
ち
〉

が
〈
よ
く
な
い
人
〉
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
気
高
く
清

ら
か
な
存
在
と
し
て
の
印
象
を
強
く
す
る
の
で
あ
る
。

「
暑
い
米
屋
／
涼
し
い
尼
寺
」「
無
風
状
態
／
動
き
出
す
風
」「
紅

い
大
き
な
花
／
青
い
小
さ
な
花
」「
よ
く
な
い
兄
さ
ん
／
お
と
な
し

い
妹
」。
効
果
的
な
「
虚
構
」
は
分
か
り
や
す
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の

形
式
を
必
要
と
す
る
ら
し
い
。
あ
え
て
〈
兄
さ
ん
た
ち
〉
に
悪
役
を

買
っ
て
も
ら
い
、
彼
ら
と
の
虚
構
上
の
対
比
に
よ
っ
て
、
見
た
こ
と

も
な
い
彼
女
は
こ
よ
な
く
清
ら
か
な
人
へ
と
昇
華
さ
れ
た
。
そ
し
て

結
末
の
「
僕
」
は
、
台
湾
の
女
性
た
ち
が
好
ん
で
花
簪
に
用
い
た
鷹

爪
花
の
甘
い
芳
香
を
嗅
ぎ
な
が
ら
、
立
ち
去
っ
た
佳
人
の
残
り
香
を

惜
し
む
よ
う
に
、
雨
上
が
り
の
花
園
に
立
ち
尽
く
す
の
で
あ
る
。

〈
あ
の
人
、
男
を
嫌
ひ
。
そ
れ
で
尼
さ
ん
に
な
る
と
言
つ
て
こ
こ

へ
来
ま
し
た
〉
と
陳
が
語
る
作
中
の
「
妹
」
は
、
現
実
に
は
九
歳
の

と
き
に
、家
族
の
意
向
で
尼
寺
に
預
け
ら
れ
た
女
性
で
あ
っ
た
。〈
男

二
人
〉
と
さ
れ
る
彼
女
の
男
兄
弟
は
、
実
際
に
は
三
人
の
兄
と
一
人

の
弟
で
あ
っ
た
。
作
中
に
ド
ラ
マ
を
も
た
ら
し
た
「
事
件
」
は
、
二

年
以
上
前
に
解
決
し
て
い
て
今
さ
ら
憲
兵
が
調
べ
に
来
る
と
は
思
え

な
い
。
ま
た
、
彼
女
の
兄
た
ち
は
、〈
よ
く
な
い
人
〉
ど
こ
ろ
か
、

地
方
公
益
に
尽
く
す
名
士
だ
っ
た19

。

こ
れ
ら
の
虚
構
が
、
作
品
を
文
学
的
に
結
晶
さ
せ
る
た
め
の
効
果
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的
な
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
文
学
的
な
要
請
に
お
い
て
改
変
さ
れ
た
り

誇
張
さ
れ
た
り
し
て
創
作
さ
れ
た
内
容
が
、
世
話
に
な
っ
た
現
実
の

人
々
に
迷
惑
を
か
け
る
の
は
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
春

夫
は
、
現
実
の
「
王
さ
ん
」
を
「
陳
さ
ん
」
に
変
え
た
。
そ
れ
は
む

ろ
ん
、
モ
デ
ル
に
配
慮
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

だ
が
、
こ
こ
で
特
に
注
意
し
た
い
の
は
、
書
か
れ
た
内
容
が
「
事
実

だ
か
ら
」
春
夫
は
名
を
変
え
た
の
で
は
な
く
、
逆
に
「
事
実
で
は
な

い
か
ら
」
名
を
変
え
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
人
物
の
名
を
粉
飾
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
動
機

に
お
い
て
は
逆
の
発
想
で
あ
る
。

紀
行
に
関
す
る
作
品
と
言
え
ば
、
読
者
は
得
て
し
て
ノ
ン
・
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
読
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
だ

が
、
文
章
が
常
に
「
構
成
」
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
原
理
を
考
え
れ

ば
、
そ
も
そ
も
厳
密
な
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
自
体
が
あ
り
得
な
い
。

実
際
の
見
聞
を
ど
の
程
度
作
品
に
活
か
す
の
か
、
そ
の
度
合
い
に
違

い
は
あ
る
に
し
て
も
、
文
章
は
基
本
的
に
現
実
の
出
来
事
か
ら
自
由

に
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
自
由
度
こ
そ
が
文
学
だ

と
考
え
た
の
が
春
夫
で
あ
ろ
う
。

実
体
験
を
再
構
成
し
て
で
き
あ
が
っ
た
虚
構
は
、
現
実
と
は
別
物

で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
現
実
だ
と
読
み
た
が
る
読
者
が
い
る
た
め

に
、
モ
デ
ル
の
粉
飾
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
粉
飾
は
事
実
を
隠
す
た

め
で
は
な
く
、
虚
構
を
事
実
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

「
鷹
爪
花
」
に
つ
い
て
の
事
実
考
証
は
、
虚
構
や
現
実
と
向
き
合

う
春
夫
の
文
学
者
と
し
て
の
姿
勢
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
た
よ
う
だ
。

若
き
日
の
春
夫
が
森
鷗
外
の
あ
る
一
言
に
感
動
し
、〈
発
表
当
時
か

ら
今
日
の
現
在
ま
で
〉
そ
の
一
句
に
〈
啓
発
さ
れ
て
ゐ
る
〉
と
晩
年

に
及
ん
で
語
っ
て
い
た
事
情
を20

、
こ
こ
で
思
い
出
す
べ
き
か
も
知
れ

な
い
。
そ
の
言
葉
と
は
、「
追
儺
」（『
東
亜
之
光
』
一
九
〇
九
・
五
）

の
中
に
あ
る
次
の
有
名
な
一
句
で
あ
る
。

　

小
説
と
い
ふ
も
の
は
何
を
ど
ん
な
風
に
書
い
て
も
好
い
も
の
だ

�

（
森
鷗
外
）

付
記　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
陳
聰
楷
・
王
兆
麒
ご
子
孫
に
多
く

の
ご
教
示
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
五
月
に
逝
去
さ
れ
た

王
猛
氏
が
、
病
床
か
ら
日
本
語
で
丁
寧
に
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
王
智
生
氏
、
陳
錦
清
氏
（
二
〇
二
〇

年
一
〇
月
一
七
日
逝
去
）、
ま
た
蔡
維
鋼
氏
に
も
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
８
Ｋ
０
０
２
８
９
の
助
成
を
受

け
た
成
果
の
一
部
で
す
。
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注（
1
）	台
湾
総
督
府
殖
産
局
編
『
台
湾
薬
用
植
物
調
査
報
告
書
』

（
一
九
一
九
・
三
、
台
湾
総
督
府
殖
産
局
林
業
試
験
場
、
三
頁
）。

（
2
）	片
岡
巌
『
台
湾
風
俗
誌
』（
一
九
二
一・
二
、
台
湾
日
日
新
報
社
、

一
一
四
七
頁
）。

（
3
）	東
歯
科
医
院
の
所
在
地
は
台
南
庁
大
竹
里
打
狗
山
手
町
一
二
七
番

地
。
改
正
後
の
高
雄
市
寿
町
五
番
地
。
台
湾
地
所
建
物
株
式
会
社

か
ら
の
借
地
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
二
一
年
に
東
が
台
南

の
分
院
に
転
居
し
、
翌
年
改
め
て
台
南
で
開
業
し
た
た
め
高
野
歯

科
医
院
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
六
年
の
資
料
で
は
、
所
在

地
が
湊
町
一
丁
目
に
な
っ
て
い
る
（
鳥
居
兼
文
『
台
湾
総
職
員
録　

昭
和
十
一
年
版
』
一
九
三
六
・
一
二
、
台
湾
総
職
員
録
発
行
所
、

九
九
五
頁
）。
一
九
二
八
年
、
右
隣
に
あ
っ
た
旧
山
一
商
行
出
張
所

（
器
械
・
建
築
材
料
販
売
）
の
洋
風
建
物
に
開
業
し
た
寿
旅
館
は
、

地
図
や
写
真
で
見
る
と
段
階
的
に
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
。
新
垣

宏
一
が
東
医
院
の
跡
地
を
〈
現
在
寿
旅
館
の
あ
る
と
こ
ろ
〉（「
台

湾
文
学
艸
録
（
十
七
）」『
台
湾
日
報
』
一
九
三
八
・
一
一
、四
面
）

と
紹
介
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
高
野
は
寿
旅
館
に
土
地
を

譲
っ
て
転
居
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
4
）	新
垣
宏
一
「
台
湾
文
学
艸
録
（
十
九
）」（『
台
湾
日
報
』
一
九
三
八 

・
一
一・
五
、四
面
）。

（
5
）	新
垣
宏
一
「「
女
誡
扇
綺
譚
」
と
台
南
の
町
（
三
）」（『
台
湾
日
報
』

一
九
四
〇
・
五
・
一
、四
面
）。
春
夫
の
厦
門
旅
行
は
、
一
九
二
〇
年

七
月
二
一
日
に
打
狗
を
出
て
、
八
月
五
日
に
基
隆
に
戻
る
日
程

だ
っ
た
。
陳
の
証
言
は
、
春
夫
の
台
南
見
物
の
時
期
が
八
月
以
降

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

（
6
）	「
有
限
責
任
鳳
山
共
進
信
用
組
合
申
請
定
款
變
更
認
可
ノ
件
」

（1919-05-01

）、〈
大
正
八
年
臺
灣
總
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
追

加
第
七
卷
地
方
〉、《
臺
灣
總
督
府
檔
案 

總
督
府
公
文
類
纂
》、
國

史
館
臺
灣
文
獻
館
、
典
藏
號
：00002999011

。

（
7
）	柯
萬
榮
編
『
高
雄
州
地
勢
人
物
誌
』（
一
九
三
四
・一
二
、
臺
南
民

衆
揚
瀛
社
、一
一
八
頁
）、林
亮
編
『
御
大
典
記
念
高
雄
州
人
士
録
』

（
一
九
二
九
・
七
、台
湾
パ
ッ
ク
屏
東
支
局
）、「
左
営
庄
長
任
命
さ
る
」

（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
・
一
一・
二
九
、五
面
）
の
各
記
事
、

お
よ
び
陳
錦
清
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
く
。
陳
聰
楷
の

庄
長
職
「
勇
退
」
は
、
時
期
的
に
見
て
日
中
戦
争
開
始
に
と
も
な

う
皇
民
化
運
動
に
関
連
す
る
と
見
ら
れ
、
後
任
に
は
内
地
人
庄
長

と
し
て
益
田
清
照
が
就
任
し
て
い
る
。

（
8
）	鈴
木
常
良
『
台
湾
商
工
便
覧
』（
一
九
一
八
・一
〇
、
台
湾
新
聞
社
、

広
告
頁
）。

（
9
）	「
堂
主
承
繼
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
五
・
八
・
一
五
、四
面
）

お
よ
び
「
高
雄
特
訊
／
春
秋
月
旦
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
二
四
・
八
・一
一
、四
面
）。

（
10
）	「
糖
業
規
則
ニ
依
ル
許
可
地
相
續
ノ
件
（
相
續
人
王
兆
麟
外
）」
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（1918-01-01

）、〈
大
正
七
年
臺
灣
總
督
府
公
文
類
纂
十
五
年
保
存

第
六
十
六
卷
殖
產
〉、《
臺
灣
總
督
府
檔
案 

總
督
府
公
文
類
纂
》、

國
史
館
臺
灣
文
獻
館
、
典
藏
號
：00006572003 

、
お
よ
び
現
在

の
寺
内
に
掲
げ
ら
れ
た
王
進
瑞
（
兆
麒
次
男
）
撰
「
鳳
山　

明
善

堂
沿
革
」（
一
九
七
一・一
一
）
に
よ
る
。

（
11
）	王
智
生
氏（
兆
麒
孫
・一
九
三
九
年
生
）の
幼
時
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、

明
善
堂
の
両
側
は
竹
林
で
、
道
か
ら
敷
地
に
入
る
と
手
前
の
棟
の

左
が
堂
守
（
淑
寛
）
と
養
女
（
素
霞
）
の
部
屋
、
右
に
は
二
人
の

女
性
信
徒
が
住
ん
で
い
た
。
渡
殿
を
伝
っ
て
奧
に
仏
堂
が
あ
り
、

左
右
が
客
間
。
川
を
背
に
し
て
周
囲
に
は
龍
眼
・
連
霧
・
釈
迦
頭

な
ど
の
果
樹
が
多
く
植
え
ら
れ
て
い
た
。
淑
寛
は
背
が
高
く
、
厳

し
い
表
情
に
見
え
、
剃
髪
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
読
書
を
好
み
、

漢
詩
の
作
り
方
を
教
え
て
く
れ
た
と
い
う
。
仏
道
に
励
む
質
素
な

生
活
を
理
想
と
し
、
小
さ
な
斎
堂
で
満
足
し
て
い
た
と
い
う

（
二
〇
一
八
年
三
月
一
八
日
採
録
）。

（
12
）	王
兆
麒
は
一
九
一
一
年
四
月
、
鳳
山
街
県
口
に
藍
麟
と
瑞
穀
精
米

工
場
を
設
立
し
て
い
る
（
注
６
参
照
）。
陳
聰
楷
の
妻
は
藍
の
娘
・

淑
端
で
あ
る
。
ま
た
、
王
家
の

媒
嫺
が
陳
家
に
寄
留
し
た
例
も

あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
両
者
の
家
ぐ
る
み
の
関
係
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

（
13
）	「
王
希
璧
度
量
衡
器
販
賣
特
許
及
位
置
變
更
認
可
」（1901-04-01

）、

〈
明
治
三
十
五
年
臺
灣
總
督
府
公
文
類
纂
十
五
年
保
存
第
二
十
卷

殖
產
〉、《
臺
灣
總
督
府
檔
案 

總
督
府
公
文
類
纂
》、
國
史
館
臺
灣

文
獻
館
、
典
藏
號
：00004690015 

、「
糖
業
獎
勵
規
則
ニ
依
ル
無

償
貸
付
業
主
權
附
與
」（1920-01-01

）、〈
大
正
九
年
臺
灣
總
督
府

公
文
類
纂
十
五
年
保
存
第
十
八
卷
地
方
〉、《
臺
灣
總
督
府
檔
案 

總
督
府
公
文
類
纂
》、
國
史
館
臺
灣
文
獻
館
、
典
藏
號
：

00006821007 

、
お
よ
び
「
王
希
璧
製
糖
場
の
開
業
」（『
台
湾
日

日
新
報
』
一
九
〇
五
・
一
二・
一
三
、四
面
）、「
新
式
糖
廍
之
完
善
」

（『
漢
文
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
〇
五
・一
二・
二
七
、四
面
）
の
各
記

事
に
よ
る
。

（
14
）	注
６
参
照
。

（
15
）	注
10
参
照
。
王
智
生
氏
に
よ
れ
ば
、
祖
父
兆
麒
は
そ
の
後
、
台
北

の
大
稲
埕
に
開
業
し
た
こ
と
も
あ
る
が
失
敗
。
一
時
期
は
台
南
の

五
福
百
貨
店
に
勤
め
、
宮
古
座
（
台
南
）
の
隣
に
店
を
持
っ
た
が
、

先
物
取
引
で
損
失
を
出
し
、
不
如
意
の
ま
ま
四
〇
歳
を
迎
え
る
前

に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
一
九
二
九
年
七
月
発
行
の
『
御
大
典
記

念
高
雄
州
人
士
録
』（
注
７
参
照
）
に
は
、す
で
に
〈
故
王
兆
麒
氏
〉

と
出
て
く
る
。

（
16
）	幼
時
、
明
善
堂
に
住
ん
だ
王
猛
氏
は
、
淑
寛
か
ら
『
三
字
教
』
を

台
湾
語
で
教
わ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
一
字
覚
え
る
ご
と
に
涙
を
流

し
て
喜
ぶ
鍾
愛
ぶ
り
で
、
猛
氏
も
姑コ

ー
ポ
―婆
と
呼
ん
で
懐
い
た
。
殺
生

に
関
し
て
は
厳
し
く
、
川
で
魚
を
獲
り
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
三
月
一
七
日
採
録
）。
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（
17
）	注
６
参
照
。

（
18
）	「
阿
片
密
輸
出
発
覚
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
一
八
・
五
・一
一
、四

面
）
お
よ
び
「
阿
片
令
違
反
処
罰
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
一
八
・
六
・
九
、四
面
）。

（
19
）	王
希
璧
の
長
男
で
王
兆
麒
の
兄
、
王
兆
麟
（
一
八
八
七
～

一
九
六
三
）
も
ま
た
鳳
山
の
名
士
と
し
て
知
ら
れ
、
糖
業
経
営
を

学
ん
だ
の
ち
一
九
二
〇
年
に
仏
教
に
帰
依
し
、
一
九
二
六
年
に
台

南
の
弥
陀
寺
住
職
に
な
っ
た
宗
教
家
で
あ
る
。

（
20
）	佐
藤
春
夫
「
鷗
外
は
果
し
て
旧
い
か
」（「『
現
代
日
本
文
学
全
集
』

月
報
三
」、
一
九
五
三
・一
一
、
筑
摩
書
房
）。

哀
悼　

お
世
話
に
な
っ
た
近
藤
み
ゆ
き
先
生
に
、
南
国
の
小
さ
な
青

い
花
の
名
を
持
つ
物
語
に
つ
い
て
の
小
論
を
捧
げ
ま
す
。

佐
藤
春
夫
の
台
湾
紀
行
か
ら
百
年
。
百
年
前
の
場
所
や
物
や
人
の
つ

な
が
り
と
い
っ
た
、
う
つ
ろ
い
ゆ
く
も
の
の
現
在
の
姿
を
探
っ
て
い

る
と
、
逆
に
こ
れ
か
ら
百
年
が
経
っ
た
と
き
、
残
り
続
け
る
今
の
痕

跡
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
と
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

先
生
の
お
人
柄
と
お
仕
事
を
偲
び
、
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
。

（
こ
う
の　

た
つ
や
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


